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1 ６／２ ・ボッチャゲーム 5 11
2 ８／３ ・ボッチャゲーム 5 8
3 ８／４ ・エコバック作り 5 5
4 11／９ ・クリスマスリース作り 8 12
・ボッチャゲーム
5 ２／15 ・創作活動 3 17
・ゲーム（季節にちなん
だ内容）
6 ２／16 ・個別対応 1 3
注）ボッチャは、一般社団法人日本ボッチャ協会（https://
japan-boccia.com/about）によると、重度身体障害者の
ために考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種目
である。ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボール
に、赤・青のそれぞれ６球ずつのカラーボールを投げた
り、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づ
けるかを競うとされている。
〈場面〉装飾用の輪（紙皿）に毛糸を巻く作業にて、一人
のろう重複者（Ｂさん）が毛糸を巻いていくことに飽き
たようであった。
Ｂさん（ろう重複者）：［一人で毛糸を巻いていたが、
だんだんやる気をなくしているようで、巻く
スピードが落ちている］
Ｃさん（支援学生）：［装飾用の輪を持ち続けている。］
Ｂさん：［毛糸の玉をテーブルの上に置く］［しばらく
間がある］
Ｃさん：［しばらくして］｛飽きた？｝
Ｂさん：［反応しない］
Ｃさん：［片手で装飾用の輪を持ち、もう片手で輪の
真ん中に毛糸の玉を軽く投げて、輪の真ん中
の向こう側に落ちた毛糸の玉を拾う、という
行動を繰り返す］
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Ｂさん：［Ｃさんと毛糸の玉をちらっと見る］
　　　　［毛糸の玉を持って、Ｃさんに向かって装飾
用の輪の真ん中に軽く投げる］
　　　　［毛糸の玉が輪の真ん中を通ってＣさんの前
に落ちる］
Ｃさん：［受けとめる］
　　　　［毛糸の玉を渡すように装飾用の輪の上側に
軽く投げる。毛糸の玉はＢさんの前に落ちる］
…①
Ｂさん：［Ｃさんに向かって装飾用の輪の真ん中に軽
く投げる］…②
　　　　［以降、①と②の行動が繰り返される。Ｂさん、
Ｃさんが一緒に毛糸を巻いているような作業
になる］
図１　なかま企画実施におけるエピソードの１例
　実際のかかわり場面では、場や状況を把握しながら
コミュニケーションの見立てを行ない、行動を見せな
がら、相手とのかかわりを形成させていた。情報を伝
達するのみならず、行動を見せることを意識した視覚
的コミュニケーションが重要であることが窺えた。行
動を見せることを意識した視覚的コミュニケーション
においては、相手とじっくりとかかわりながら支援の
基盤を築く「持続的かかわり」と、瞬時にタイミング
を見ながら動いていく「即時的かかわり」という２つ
の要素（赤畑，2014）がある。なかま企画は２時間か
ら１日にわたって行われるため、「即時的かかわり」
として、状況に応じて「今、ここで」という対応を行
うことや、視覚的に行動で伝えるというコミュニケー
ションが求められることが窺えた。図１に示されたエ
ピソードでは、最初は支援学生が装飾用の輪を持って
いて、ろう重複者がそれに一人で毛糸を巻くという
様子がみられていた。支援学生がろう重複者の行動
を言語化して表出する（手話で表出する）作業を行う
ことによって、最終的には二人で毛糸の玉を投げ合う
みたいに一緒に毛糸を装飾用の輪に巻くという協働的
な行動に変わっていった。ろう重複者と支援学生双方
が「今、ここで」感じていることを行動で伝え合いな
がら、互いのリアリティを共有するプロセス（岩本，
2002）が、図１のエピソードの中にあったのではない
だろうか。
　甲斐ら（2021）によると、「家庭」における、ろう
重複者からの発信コミュニケーション手段では「手
話」「身振り」の使用の割合が高い。その背景とし
て、家族はろう重複児・者と幼少の時から生活経験を
ともにしているため、文脈を推測してろう重複児・者
が表出している独自な手話や身振りの意味を解釈する
ことによって、発信コミュニケーションを受けとめて
いるため、ろう重複者は発信できることが窺える。ま
た、生活経験などをともにすることで相手が発してい
る内容の文脈を推測して解釈していくことは、相手と
じっくりとかかわりながら支援の基盤を築く「持続的
かかわり」の一つでもあることが窺える。しかし、そ
のようなかかわりを短時間で行われる「なかま企画」
実施の中で展開させるのは困難である。その一方で、
「友達」「ろう者コミュニティ」はろう者や手話に長け
ている手話話者で構成されているため、身振りで発
信しても、周りの話を理解したり受けとめたりする受
信コミュニケーションは「手話」の方が有利であるた
め、「友達」「ろう者コミュニティ」の中でのろう重複
者の受信コミュニケーション手段は手話の使用が多い
傾向がみられている。行動を見せることを意識した視
覚的コミュニケーションの「即時的かかわり」をする
とともに、ろう重複者が受信できるように、行動の意
味を言語化して表出（手話表出）するようなかかわり
が支援者側に求められることが窺えた。
４．２　ろう重複者の親自身の活動の幅を拡げる機会
の確保
　表２に示している、第２回目、３回目に実施された
なかま企画は、全国規模のろう教育に関する集会（主
催は聴覚障害者団体）が開催されたことに伴って、ろ
う教育に関する集会では初めての試みとなる「なかま
企画」として実施された。なかま企画があったことに
よって、ろう重複者の家族は我が子であるろう重複者
をなかま企画に参加させ、自身は登壇者としてろう重
複の自分たちの子どものことについて発表することが
可能になった。それらによって、親自身の活動の幅が
拡がったことが窺えた。
　そして、第４回目では、Ａ地区ろう重複者親の会の
創立記念大会が開催され、親の会は自身で企画・運営
をし、大会を成功させることができたが、その背景に
は、「なかま企画」があったからこそ、子どもを預け
て、安心して親たちが大会の運営をすることができた
というのがある。これらはろう重複児・者の居場所づ
くり実践を通した家族へのサポートの１つになること
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が窺えた。これはＡ地区ろう重複者親の会がかかわっ
ているろう者コミュニティに「聴覚に障害があれば、
他の障害があろうとなかろうと、同じ仲間」という意
識がみられたことが、なかま企画の実施につながった
ということが窺えよう。
　「４．１　なかま企画実施におけるろう重複者とのか
かわり」、「４．２　ろう重複者の親自身の活動の幅を
拡げる機会の確保」が、ろう重複児・者の居場所づく
りの充実を図るための手立てである。
５　まとめと今後の課題
　ろう重複児・者や家族が抱えている固有の問題を整
理した上で、ろう重複児・者の居場所づくりの実現に
必要な要素を明らかにし、居場所づくりの充実を図る
ための手立てについて検討した。本稿では、以下の２
点について考察する。
５．１　選択肢の少なさの中におけるろう重複者の居
場所づくり
　ろう重複児・者の親は我が子の成長途上で、ろう学
校幼稚部をはじめ学校生活で出会う先生方から、また
医療・福祉機関においてその都度異なる方針を示され
たりすることが多い（村瀬，2005）。本稿では、ろう
学校幼稚部から小学部に上がる時点で、なんとなく進
路を変えられるような方向に持っていかれたり、就学
先の選択肢がない状況に置かれたりといった状況がみ
られた。また、就学先の選択の問題のみならず、学校
での教育段階を終えて就労するなどの様々なライフス
テージにて、親は選択肢がないと模索し、葛藤するこ
とを繰り返している。就労においては、ろう重複者に
特化した事業所・施設などは全国に59箇所しかない状
況のため、居住地の付近にある、知的障害者などが利
用するなど、ろう重複者対応を専門としない事業所な
どに通わせる選択をせざるを得ない状況に置かれる。
さらに、手話コミュニケーションのニーズへの対応
と、移動介助や身辺介助、作業内容の配慮などにみら
れるような他の障害の特性へ対応、どちらも重要であ
るが、両方とも実施している事業所・施設などが限ら
れている中で、どちらも選べない中での選択をせざる
を得ないろう重複児・者の親がほとんどである。
　1980年頃からろう重複児・者の集団生活を保障する
ために、共同作業所や施設づくりがろうあ運動との連
携のもとに進められてきた（細野，1998）。このよう
にろう重複者の居場所づくりはろう重複者の家族のみ
ならず、聴覚障害者関連団体や教育・福祉行政が「ろ
う重複者もろう者コミュニティの一員」という意識の
もとに居場所づくりを進めた面と、高齢ろうあ者や何
らかの理由で社会不適応を起こし在宅生活を余儀なく
されたろう者の問題など、ろう者にとって身近な課題
意識が前提にあったため、それがきっかけとなって聴
覚障害者関連団体がろう者の居場所づくりを始め、そ
れがろう重複者の事業所・施設などの設立につながっ
ていった面がある（二神，2019）。
　そのような中、居場所は必ずしも事業所・施設など
の物理的場所を意味するのではなく、ろう重複児・者
や、彼らの家族が集まるだけでも「居場所」になりう
るのではないだろうか。北山（1993）は、居場所につ
いて自分が自分でいるための環境であり、物理的な場
が用意されているだけでは不十分であり、本人が「こ
こは自分の領分である」と感じられて初めてその場が
居場所となりうると述べている。本稿の「４　なかま
企画実施を通しての居場所づくり」にて述べた、ろう
者コミュニティに「聴覚に障害があれば、他の障害が
あろうとなかろうと、同じ仲間」という意識がみられ
たことが、今回のなかま企画という居場所づくり実
践につながっていったことが考えられる。なかま企画
という、ろう重複者が主体的に参加し、コミュニケー
ションの幅を拡げていくようなイベント活動が、ろう
重複者にとって「自分が自分でいられる環境」であっ
たかどうかは今回の実践からは明らかになっていな
い。しかし、図１のエピソードにみられるように、ろ
う重複者と支援学生双方が「今、ここで」感じている
ことを行動で伝え合いながら、互いのリアリティを共
有することを重ねていくことで、「自分が自分でいら
れる」居場所に変わっていく可能性が考えられる。そ
ういう意味では、なかま企画の実施はろう重複者の居
場所づくりの１つでもあり、親や家族にとっての、ろ
う重複児・者支援を考えるときの数少ない選択肢の１
つにもなると考えられよう。
５．２　居場所づくりを通した家族へのサポート
　親が我が子であるろう重複児・者とかかわるにあ
たっての支援において、永石（2007）は１人で疲弊す
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る事態を避けるためには、社会的なサポートを含めた
より広い視野で支援を捉えなければならないと述べて
いる。そのような支援の１つとして、障害児（者）を
持つ親が、一時的に一定の期間、障害児の親から解放
することにより日頃の心身の疲れを回復し、ほっと一
息つけるようにする援助として、レスパイト・サービ
スがある（廣瀬，1993）。そのようなサービス利用と
まではいかないが、親が子と離れることで親も新たな
時間や機会を得る（中根，2006）ことは重要である。
そのような意味から考えると、ろう重複者の親が子
どもをなかま企画などの余暇活動に参加させる間に、
ろう重複者の親自身も学習の機会を得たり、ろう者コ
ミュニティの活動に参加したりなど活動の幅を拡げた
りすることは、親にとっての休息になりうるかもしれ
ない。ろう重複児・者の居場所づくりの１つである
「なかま企画」実施は、家族へのサポートにもなって
いることが考えられよう。
５．３　今後の課題
　以上の考察を総合し、今後の課題として、以下の２
点が指摘できる。
　第一になかま企画などの継続的な実施及び定着であ
る。なかま企画などの参加はろう重複児・者や彼らの
家族の余暇活動でもあり、余暇活動は彼らと社会をつ
なぐものになる。ろう重複児・者や家族が参加できる
余暇活動づくりを行うことで、彼らのコミュニケー
ション環境を保障することが今後の課題であろう。
　第二にろう重複者の居場所づくりを担う支援者育成
である。なかま企画にかかわった支援者（今回は支援
学生である）の手話コミュニケーションスキル及びコ
ミュニケーション支援スキル向上を図ることが求めら
れる。同じ時間を共有し、背景となる文脈を共有する
ことで、断片的に受け止めた内容をもとに言いたいこ
とを類推することができる力はろう重複児・者支援に
おいては欠かせないものであるが、短時間という枠内
で、ろう重複児・者が発する行動などの表出の方法や
受信コミュニケーションの状況や程度などを分析し、
可視化・言語化して相手と共有化する支援スキルが求
められるのではないだろうか。また、場の安全が守ら
れて初めて、ゆったりとその場で過ごしたり、自由な
表現活動が促されたりされる（石倉，2003）が、瞬間
的なかかわりの中で場の安全確保ができる支援スキル
を有することも必要であろう。今後において、そのよ
うな支援スキルを有する支援者育成の方法についての
検討が行われることが期待される。
１）ろう重複児・者支援を専門とする事業所・施設な
どは、利用者であるろう重複児・者を「なかま」
と呼ぶことが多い。そのため、本稿では、ろう重
複児・者が集う企画を「なかま企画」とする。
２）2007年に特別支援教育制度が施行され、盲学校、
聾学校、養護学校は特別支援学校に一本化された
が、ろう重複児・者の家族へのインタビュー調査
などにおいては、対象者は知的障害児や肢体不自
由児などが通う学校として「養護学校」を多用し
ていたため、本稿では「養護学校」という用語を
用いる。
付記
　厚生労働省平成30年度障害者福祉総合推進事業「聴覚障害と
他の障害を併せ持つためにコミュニケーションに困難を抱える
障害児・者に対する支援の質の向上のための検討」の調査Ｅの
結果の一部を2020年度日本財団助成「学術手話通訳に対応した
専門支援者育成」事業として更に分析加筆しました。ご協力い
ただきました方々に感謝の意を記します。また、なかま企画実
施において、群馬大学手話サポーター養成プロジェク室スタッ
フ（山本綾乃氏、川端伸哉氏、下島恭子氏、能美由希子氏）の
サポートをいただきました。
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